
廣嶋悠⼀病院助教・関野雄太登録医の発表演題が⾼評価を得ました 
 
 

2020 年 10 ⽉ 1 ⽇から 3 ⽇にかけて、⽇本放射線腫瘍学会第 33 回学術⼤会が WEB 開催され、廣
嶋悠⼀病院助教・関野雄太登録医が発表をおこなった演題がそれぞれ⾼評価を得ました。 

 
 
■視聴者（学会参加者）による⾼評価を得た講演（38 位） 
 廣嶋悠⼀病院助教 

講演タイトル：局所進⾏膵癌に対する温熱療法併⽤科学陽⼦線・X 線治療の治療成績 
 
■査読平均点数が⾼得点（12 位） 

関野雄太登録医 
講演タイトル：Utility of FIB-4 index for hepatocellular carcinoma patients treated with proton beam  

therapy 


